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 とうえい

１） 事業者名 藤榮電氣工事株式会社

　　代表者氏名 代表取締役　藤瀬　浩幸

　

２）　所在地  〒810-0001　 福岡県福岡市中央区天神五丁目5番5-1号

　

３）　環境管理責任者

　　　連絡先

ＴＥＬ092-721-5155 　　ＦＡＸ092-721-5169

Ｅメールアドレス　　ｔｏｅｉｄｅｎｋｉ＠ｋｉｎｄ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ

ホームページ　　　　http://toei-denki.com/

４）　事業の内容

５）　事業の規模

単位 本社 事務所倉庫

従業員数 人 23 無人

延床面積 ㎡ 188 22

６）　事業年度 ８月～翌年７月

２．認証・登録の対象範囲

上記の全組織及び全活動

　　　1)　対象事業所 本社

　　　2)　事業活動 電気工事業

売上額：８億６，０９８万円（第49期　R02.8～Ｒ03.7）

電気工事業
（建設業許可番号　：　福岡県知事許可　（特-1）　第20017号）

1.　組織の概要

総務部/部長 岡田 真一
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環 境 経 営 方 針

藤榮電氣工事株式会社は、電気設備工事業の活動を通じて、社会の関心が高い環
境問題に全社一丸で取組み、環境改善を継続的に推進し、社会に貢献致します。

１．事業活動に伴う環境への負荷を削減するために、以下の環境への取り組
みを行います。

（１）社内の電気の省エネルギーを推進して、二酸化炭素排出量を削減
します。

（２）車両等のエコ運転に努めて燃料を削減して、二酸化炭素排出量を
削減します。

（３）廃棄物の発生抑制・削減・リサイクルを推進します。

（４）節水により水使用量を削減します。

（５）事務用品のグリーン商品購入を推進します。

（６）環境に配慮した省資源、省エネ提案に努めます。

２．当社の事業活動において、関連する環境関連法規等を遵守します。

３．環境経営レポートを作成して公表することで、環境コミュニケーション
を推進します。

４．この環境経営方針を全社員に周知し、環境負荷の低減に対する意識向上に努
めます。

制定日 平成２８年 ８月２５日
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文書５

作成日 改訂日 責任者 作成者

H28.8.25 R3.5.31 岡田 岩崎

・
・
・
・
・
・

・

・
・

・

・

・

・

・
・

・
・
・
・
・
・

・
・

注）上記体制は2021/7/31時点であり期初の体制とは異なる（退職者等による変更を反映）

管　理　長

環境経営方針、環境経営目標、環境経営活動計画を部門全員に周知する。
環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境経営活動を推進する。
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する。
自部門に関連する法規制等を順守する。
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する。
自部門の教育・訓練を実施する。

全　社　員
環境方経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する。

４.　Ｅ Ａ ２ １　 実 施 体 制

ＥＡ２１委員会
３か月に１回開催し、環境経営目標及び環境経営活動計画の実施状況を
審議する。

ＥＡ２１事務局
環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの
作成・維持・集計・管理を行う。
社外からの環境情報の収集と伝達を行う。

活動項目責任者

担当活動に対し、具体的活動項目の設定を行う。
設定した活動に対し、率先してその活動を行うと同時に管理長へ依頼を行
い、全社員の活動遵守又は活動推進の徹底に努める。

所　属 役割・責任・権限

代　　表

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。
環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する。
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する。
環 境 へ の 取 組 を 実 施 す る た め の 資 源 （ 人 ・ も の ・ 金 ） を 準 備 す る 。
経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。
ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する。

環境管理責任者

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築・実行し、
環境実績を向上させる。
毎年、環境経営目標、環境経営活動計画を作成する。
３か月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営活動計画の実施状
況を確認・評価する。
上記の結果を代表者に報告する。

全　　社　　員

　　役割分担表

 

 

二酸化炭素排出量削減

責任者：岡田
廃棄物排出量削減

責任者：小野

工務部１課

管理長：中原

工務部２課

管理長：榎本

ＥＡ２１事務局

渕上・青田

ＥＡ２１委員会

藤瀬・岡田・小野

池内・青田

現 場

現場責任者

現 場

現場責任者

環境配慮推進

責任者： 休止

グリーン購入推進

責任者：青田

水使用量削減

責任者：池内

営業部

管理長：岩崎

総務部

管理長：竹内

代 表

（代表取締役）

藤瀬浩幸

環境管理責任者

岡田

工務部３課

管理長：福島

現 場

現場責任者
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文書２

5．環　境　経　営　目　標　（活動期間：R02年8月～R03年7月）

基準年

 R1年8月～
R2年7月

 R2年8月～
R3年7月

全社 ｋｇ‐ＣＯ２ 39,302          38,909

①  電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 20,215          20,013

② ガソリン使用量の削減 事務所 L 2,967           2,937

③ ガソリン使用量の削減 現場 L 10,927          10,818

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 1,651           1,634

② 産業廃棄物排出量の削減 現場 kg 672              665

3 ① 水使用量の削減 事務所 ㎥ 117.9 116.7

事務所 購入率（％） 69                70

全社 提案件数 15                15

全社 研修会参加回数 10                10

２．令和1年の水使用量目標値は社員数増に伴い訂正しております。（Ｈ27年度17人→令和1年度24人　　人数換算で前回基準年(H27年度)より４％は削減）

備考

１．購入電力の二酸化炭素実排出係数は、0.344ｋｇ-ＣＯ2／ｋＷｈ（九州電力　2019年度(令和1年度)）を使用した。

2

４．グリーン購入の推進

1,618 1,601 1,585 1,568

659 652

５．省資源・省エネ型施工の提案
　及び省エネ関連研修会への参加

645 638

115.5 114.4 113.2

１．二酸化炭素排出量の削減

サイト区
分

単位

目　標

R2年度
（1％削減）
【5％削減】

R3年度
（2％削減）
【6％削減】

R4年度
（3％削減）
【7％削減】

 R01年度
目標値

【H27年度比】環境目標

R5年度
（4％削減）
【8％削減】

38,516 38,123 37,730

R6年度
（5％削減）
【9％削減】

R3年8月～
R4年7月

R4年8月～
R5年7月

R5年8月～
R6年7月

R6年8月～
R7年7月

37,337

19,811 19,609 19,406 19,204

2,848 2,819

10,708 10,599 10,490 10,381

2,908 2,878

112.0

10 10 10 11

70 71 72 72

15 15 16 16
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6.　環境経営計画

部門（責任者） 備　考

エアコン設定温度を決め、実行する 富山／岡田

使用していないパソコン電源を切る 富山／岡田

昼休み時間の消灯 富山／岡田

トイレの照明は使用時のみの点灯とする 富山／岡田

空調機フィルターの定期清掃（年１回） 富山／岡田

アイドリングストップ 富山／岡田

急発進・急加速・急減速の禁止 富山／岡田

不要な荷物は積まない 富山／岡田

空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回） 富山／岡田

ふんわりアクセルエコスタート 富山／岡田

カーエアコンの適切な使用 富山／岡田

早めのアクセルオフ 富山／岡田

アイドリングストップ 富山／岡田

急発進・急加速・急減速の禁止 富山／岡田

不要な荷物は積まない 富山／岡田

空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回）富山／岡田

ふんわりアクセルエコスタート 富山／岡田

カーエアコンの適切な使用 富山／岡田

早めのアクセルオフ 富山／岡田

活動項目 部門（責任者） 備　考

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 花田／小野

コピー用紙裏紙の利用 花田／小野

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 花田／小野

転用可能な資材の活用 花田／小野

活動項目 部門（責任者） 備　考

節水ラベルの貼付 竹内／池内

節水コマの取付 竹内／池内

水の出しっぱなしをしない 竹内／池内

活動項目 部門（責任者） 備　考

ｸﾞﾘｰﾝ商品の購
入率ｱｯﾌﾟ

グリーン商品（事務用品）の購入 渕上／青田

活動項目 部門（責任者） 備　考

ＬＥＤ照明・太陽光発電の提案 富山

省エネ関連の研修会への参加 富山

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

2.廃棄物排出量削減

3.水使用量削減

省資源・省エネ
の提案

4.ｸﾞﾘｰﾝ購入推進

5.環境配慮の推進

電気使用量削減

ガソリン使用量
削減（事務所）

ガソリン使用量
削減（現場）

一般廃棄物排出
量の削減

産業廃棄物排出
量の削減

節水活動

-５-



7．環境経営目標の実績

活動期間　：　R02年8月～R03年7月

基準年
（R01年度） 目標 実績 差異

全社 ｋｇ‐ＣＯ２ 39,302 38,909 28,048 -10,861 ◎
目標達成、また前年比でも大きく削減できている。
但し主因は電力のCO2排出係数の変更。

①  電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 20,215 20,013 21,072 1,059 △
目標比105%と未達成、また前年から1,3872ｋｗｈ増加の結
果となった。社員の節電意識は継続できている。

② ガソリン使用量の削減 事務所 L 2,967 2,937 1,462 -1475 ◎
目標達成、また前年比でも599L削減。稼働車の減
少が主因だがエコドライブの意識も継続できてい
る。

③ ガソリン使用量の削減 現場 L 10,927 10,818 8,091 -2,727 ◎
目標達成、また前年比でも954L削減。稼働車の減
少が主因だがエコドライブの意識も継続できてい
る。

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 1,651 1,634 1,633 -2 〇 目標を達成できた。今後も継続して削減に努める。

② 産業廃棄物排出量の削減 現場 kg 672 665 58,735 58,070 ×

元請受注の電気設備一式更新工事にて、設備更新のた
め廃材等で多量の産業廃棄物が発生した。一方、リサイク
ル可能廃材は適切にリサイクル処理を実施している。自社
倉庫の廃棄物は更なる削減が可能と考えます。

3 ① 水使用量の削減 事務所 ㎥ 117.9 116.7 104.0 -13 〇 目標を達成できた。今後も継続して節水に努める。

事務所 購入率（％） 69 70 68 2 △

グリーン商品の購入意識は以前より高くなっている
が、コロナウイルス対策商品の非グリーン商品（ペー
パータオル等）の定期的購等もあり購入率と目標は
未達となっている。

全社 提案件数 15 15 15 0 〇

全社 研修会参加回数 10 10 7 -3 ×

備考

１．購入電力の二酸化炭素実排出係数は、0.344ｋｇ-ＣＯ2／ｋＷｈ（九州電力　2019年度(令和1年度)）を使用した。
２．令和１年度の水使用量は社員数増に伴い訂正（見直し）しております。（H27年度17人→R01年度24人　人数換算で基準年より４％は削減）　
３．結果の評価記号：　◎＝目標値比▲20%以上クリア　　〇＝目標値比▲20%以内クリア　△＝目標値比＋10%以内　×＝目標値比+10%以上　

５．省資源・省エネ型施工の提案
　及び省エネ関連研修会への参加

環境目標
R02年8月～R03年7月（12ヶ月）

１．二酸化炭素排出量の削減

４．グリーン購入の推進

2

サイト 単位
結果の評価

期中に対象事業の担当者不在となり活動自体を休
止。

-６-



8.　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

エアコン設定温度を決め、実行する ○ 〇 〇 ○

使用していないパソコン電源を切る ○ ○ ○ ○

昼休み時間の消灯 ○ ○ ○ ○

トイレの照明は使用時のみの点灯とする ○ ○ ○ ○

空調機フィルターの定期清掃（年２回） 〇 ○ 〇 ○

アイドリングストップ ○ ○ ○ ○

急発進・急加速・急減速の禁止 ○ ○ ○ ○

不要な荷物は積まない ○ ○ ○ ○

空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回） ○ ○ ○ ○

ふんわりアクセルエコスタート ○ ○ ○ ○

カーエアコンの適切な使用 ○ ○ ○ ○

早めのアクセルオフ ○ ○ ○ ○

アイドリングストップ ○ ○ ○ ○

急発進・急加速・急減速の禁止 ○ ○ ○ ○

不要な荷物は積まない ○ ○ ○ ○

空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回） ○ ○ △ △

ふんわりアクセルエコスタート ○ ○ ○ ○

カーエアコンの適切な使用 ○ ○ ○ ○

早めのアクセルオフ ○ ○ ○ ○

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 ○ ○ ○ ○

コピー用紙裏紙の利用 ○ ○ ○ ○

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 － 〇 〇 －

転用可能な資材の活用 － △ － －

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

節水ラベルの貼付 ○ ○ ○ ○

節水コマの取付 ○ ○ ○ ○

水の出しっぱなしをしない ○ ○ ○ ○

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

ｸﾞﾘｰﾝ商品の
購入率ｱｯﾌﾟ

グリーン商品（事務用品）の購入 〇 〇 ○ 〇

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

ＬＥＤ照明・空調改修の提案 ○ - - -

省エネ関連の研修会への参加 〇 - - -

次年度における取組内容

目標未達となった電気
使用量は前年同様に冬
場(12月～3月)の使用
量が多い状況。足元
ヒーターの利用者増の
他、新型コロナ予防対
策として適宜換気をし
ておりエアコン消費電
力量が増加したものと
思われる。今後も社内
執務環境の改善と電力
の適正利用を進めて行
く。また、ガソリン使
用量は目標達成し、か
つ前年比でも大きく使
用量が減少した。車両
の保有台数は変化が無
いが利用者数の減少が
主因である。但し、日
常利用におけるエコド
ライブの意識浸透も使
用量削減に貢献してお
り、継続していく。

新型コロナ感染症対策として
適宜換気を行うこともあり、
職場執務環境の維持を勘案す
ると夏季・冬季ともにエアコ
ン稼働による電気使用量の削
減はあまり想定していない。
常日頃の各機材電源オンオフ
など、日常における節電を徹
底していく。ガソリン使用に
関しては、車輌の利用者増加
が見込まれるため全体量は増
加する可能性があるが、月に1
度の空気圧の適正確認等の徹
底によりエコドライブを実施
し、一人当たりのガソリン使
用量の更なる削減に取り組
む。

電気使用量
削減

ガソリン使
用量削減
（事務所）

ガソリン使
用量削減
（現場）

年間の評価

次年度における取組内容

裏紙は利活用を進めて
いる。産廃は各現場に
て注意して頂き不要材
の持ち帰りの削減を進
める必要があります。

産廃は再利用・リサイクル不
能な不要材は現場処理として
事務所への持ち帰りを減ら
す・しないことを徹底する。
用紙はミスプリントを減らす
ことを目標に取り組みます。

年間の評価

年間の評価

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

節水意識もあり、また
年間を通して特に問題
となる事象の発生も無
かった。

実施状況
年間の評価

実施状況

非グリーン商品を購入し
ていたもので、グリーン
商品に変更できるものが
ないか検討を積極的に行
い、グリーン商品の購入
率アップに努めた。

次年度における取組内容

次年度における取組内容年間の評価

5.環境配慮の推進

該当活動を担う担当が不
在となり事業活動そのも
のが中断している状況で
活動も休止状態となっ
た。

節水意識向上やお茶出しの中止
等、今迄の活動は継続する共に、
目標数値をより良い数値に出来る
ように、不注意等による問題が起
きないように気をつけていきた
い。

費用対効果を勘案せざるえない物
品や新型コロナ感染症関連で非グ
リーン商品を選択する場合はある
が、引き続きグリーン商品の積極
利用と、無駄な備品の購入の削減
意識して行っていく。

省資源・省
エネの提案

活動項目

4.ｸﾞﾘｰﾝ購入推進

活動項目

当面、該当事業の再開予定は無く
活動事項から除外する。

一般廃棄物排
出量の削減

産業廃棄物排
出量の削減

節水活動

実施状況
活動項目 次年度における取組内容

1.二酸化炭素排出量の削減

実施状況

2.廃棄物排出量削減

実施状況

3.水使用量削減

活動項目

活動項目

-７-



　

　 　　

　

　

　

　

　

9．環境経営計画に基づき実施した取組(写真)

R03.07.08 第３回委員会

出席者の皆さま １年間 お疲れ様でした。

次期１年間もよろしくお願いします。

R03.01.15 第１回委員会

R03.10.14 第４回委員会

R02.11.21 R元年度全体会議 R03.03.07 勉強会
３つのRの再認識（講師：中垣 洋様）

R03.04.08 第２回委員会

R03.11.06 防災訓練（火

-８-



10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
                                         並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

本年度の全体評価としては概ね計画を達成できたものと思っていますが改善や

今後検討すべき問題もいくつかあります。

特に産業廃棄物は、法を遵守した適切な処分と転用・リサイクルが重要です。

例えば材料手配の段階から無駄を省き、必要数量のみを購入することにより

現場発生廃材は大きく改善できます。会社事業上における改善必須事項として

社員の意識改革を含め今後の重要な取組課題だと考えます。

また常にお願いしているところではありますがこの活動を委員会メンバーから全

社員に周知していくことが大切だと思います。社内掲示の活用などで、一層の

見える化と共有を図ってまいりましょう。

次年度もさらに有意義な活動を推進していきましょう。

家電リサイクル法 排出事業者及び消費者の責務

下水道法 排除基準の順守

の真面目な取組のおかげだと感謝しております。

の環境変化にも柔軟に対応し活動を継続できたのは、ひとえに委員会メンバー

R03年8月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでし
た。また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

11．代表者による全体評価と見直しの結果

平成２７年度から取り組んできたこの活動も６年目を迎えました。この６年間で

自動車リサイクル法 使用済自動車の引渡義務

適用される法規等 適用される事項（施設・物質・活動等）

廃棄物処理法
一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

-９-


